
いる。卒業時到達目標（一般社団法人日本看護系
大学協議会，2018）の「個人が家族・集団・地域・
社会（文化や政治など）などを含む環境から受け
る影響と、それらに対する個人の適応的な働きか
けを理解し、説明できる」といった目標を到達す
るには、家族そのもののあり方や家族支援の必要
性、個人と家族は相互に影響し合う存在であるこ
とを理解する必要がある。在宅療養者が家族と暮
らし家族の介護を受けていることも多いことから、
在宅看護関連科目において家族支援の必要性を重
視し、家族看護を学ぶ機会は多い。
　在宅看護論においての家族看護に関する学生の
理解や学びでは、在宅看護実習で家族をシステム
として捉え（大谷，寺本，小塩，堀井，2020，藤田，
橋本，多喜代，北宮，三國，西沢ら，2019）、在
宅療養者は価値観を有し家族としての背景がある

（山村，田中，稲垣，酒井，2015）と理解していた。
演習での学びでは、訪問看護疑似体験を通した生

Ⅰ．緒言

　保健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正
（文部科学省・厚生労働省，2020）により、2022年
度カリキュラムから新指定規則に沿ったカリキュ
ラムが適用されている。主な見直しには「専門分
野」の区分の教育内容である「在宅看護論」につ
いて、名称を ｢地域・在宅看護論｣ に改めるとと
もに、規定順を変更し、基礎看護学の次に位置づ
けている。改正前の「在宅看護論」は統合科目と
して位置付けられていたが、今回の改正では看護
師養成のための教育において下位学年から基本的
な内容を含めての学修が求められている。
　看護において対象者を理解することは重要であ
る。看護学教育モデル・コア・カリキュラム（文
部科学省，2017）では、看護系人材（看護職）と
して求められる基本的な資質・能力の中に生活者
としての人間理解として「個人と家族」を挙げて

〈原著論文〉

作品「解夏」を通して得た家族看護に関する看護学生の学び
Nursing Students’ Learning about Family Nursing through the film or story “Gege”

藤田　倶子１，菱田　知代２，丸山　加寿子３

要旨
　本研究は在宅看護学概論の課題の成果物を分析することにより、下位学年での家族看護に関する学びを明らかにする。
　研究参加に同意した看護学生67名の在宅看護学概論の課題である難病にり患し徐々に失明する在宅療養者と家族の
姿を表現した作品「解夏」を視聴または講読して設問に答えた成果物の内容分析を行った。
　療養者と家族の状態では【療養者が不安と恐怖を感じる状態】【障害を受容し適応し支え合っている状態】などの
12カテゴリが、考察では【相互に影響し合う家族の理解】【家族システム理論を用いた家族と地域社会の理解】など
の12カテゴリが抽出された。療養者本人・家族への周囲からの支援では【支援者は家族全体を多面的に支援する】【療
養に必要な情報を提供し、制度利用や社会資源などを整える】などの８カテゴリが、看護師としての支援では【対象
者の意思を尊重し、強みを引き出し自立を促す】【家族機能をアセスメントし家族を一緒にサポートするケア】など
の４カテゴリが抽出された。
　看護学生は作品を通じて療養者と家族の状態を捉え、家族支援のための理論を用いて考察し療養者や家族に対する
支援を考える学びを得ていた。

キーワード：家族看護，看護学生，内容分析，成果物，学び
	 family nursing, nursing students, content analysis, deliverables, learning
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を表現した作品「解夏」を視聴または講読して設
問に答えたレポートを用いた。作品「解夏」は短
編小説として発表され、ベーチェット病を発症し
失明していく過程の在宅療養者と家族の姿を表現
した作品である。療養者本人とその恋人、母親の
心情を表現しており、対象者理解と家族の思いを
知る教材として適切であると科目責任者が判断し
た。科目責任者が小説を貸し出せる環境を整え、
映画と小説のどちらかを学生が選択できるように
することで、課題に取り組むために必要な費用を
少しでも抑える学習環境を設定した。学生の選択
について教員は介入しておらず、映画と小説の選
択結果については確認していない。成果物に表現
されている内容において、映画または小説の違い
による影響は感じられなかった。本レポートは「家
族支援」について学修する授業を受講後課される
課題であり、授業では家族発達理論、家族システ
ム理論について説明している。本研究ではレポー
トの「授業で学んだ家族支援を踏まえた『解夏』
全編を読んでまたは視聴しての感想」の記述をデー
タとした。
　３）データ収集方法
　2020年度の在宅看護学概論の授業で提出された
レポートのうち、研究同意を得た対象者のレポー
トのみを科目責任者以外の研究者が抽出し、学籍
番号、氏名の記載している部分をマスキングした。
その後レポート用紙にナンバリングを行った。記
述部分の句点で文章を切り取り一つの記録単位と
し、記録単位の一覧表を作成した。
　４）分析
　内容分析（舟島，2007）を行った。475の記録単
位が抽出され、作品の感想、物語の記述にあたる
155の記録単位を除外し、320(67.4%)の記録単位を
分析対象とした。
　研究者間で討議しながら記録単位を分類し記録
単位群を生成した。その後記録単位群のラベリン
グとカテゴリの生成と分類を研究者が単独で実施
し、異なる研究者によるカテゴリの信頼性の確認
を行った。カテゴリの信頼性はカテゴリ一致率を
用いた。カテゴリ一致率は項目ごとに一割の記録
単位をランダムに抽出し、カテゴリ生成を行わな
かった共同研究者がカテゴリ一覧表から当てはま
ると考えるカテゴリを選択し、選択したカテゴリ
と生成されたカテゴリが一致したかどうかを確認
し、その一致割合を算出した。カテゴリ一致率が
70％を超えるまでラベリングとカテゴリ生成を繰

活場面における看護過程で療養者と家族双方への
支援の必要性や療養者とその介護者との関係性の
構築とそのための訪問時のマナーの重要性の理解

（宇多，成瀬，2011）、家族を環境因子ととらえて
いる（冨安，鈴木，長澤，蒔田，藤生，2007）こ
とが報告されている。これらの研究では、実習や
演習といった配当学年が上位の授業における学び
が報告されている。これらの学びは、臨地での在
宅療養者や家族の姿を直接知り、看護を提供する
機会を得ていることや、演習においてロールプレ
イでの模擬体験と時間をかけたグループワークに
よって得ているものである。
　今後の地域・在宅看護論では下位学年からの教
授が求められており、演習科目が配当されない下
位学年での在宅看護論の教育においての学びを明
らかにする必要がある。対象としての家族の理解
や家族支援の必要性、家族理論の理解を下位学年
の授業にて学ぶことで、そのあとに続く演習、実
習での理解を深めることも可能となる。しかし、
在宅看護論の学び始めとなる学年の学修効果につ
いて報告されているものは見当たらない。
　A大学看護学部の在宅看護学概論では、配当年次
が２年生と下位学年であり、対象者理解のために
在宅療養者とその家族の姿を表現した作品「解夏」
の映画の視聴または小説の講読をし、家族支援に
ついて学んだことを踏まえた感想のレポートを課
題としている。本研究により家族看護に関して学
生の学びを明らかにすることができれば、今後の
教授法について検討することができ、実習や演習
といった実際の療養者とその家族やロールプレイ
といった模擬体験ではない課題において、演習科
目が配当されていない下位学年においても家族看
護の学びを得る教育に繋げられる。
　そこで本研究では、在宅看護学概論の課題の成
果物を分析することにより、下位学年での家族看
護に関する学びを明らかにすることを目的とする。

Ⅱ．方法

　１）対象者
　２年次後期に在宅看護学概論を受講したA大学看
護学部３年生95名のうち研究協力に同意を得た67
名（70.5%）を対象とした。
　２）データ
　在宅看護学概論の授業課題の成果物である、難
病にり患し徐々に失明する在宅療養者と家族の姿
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の理解（３）】【療養生活を送るうえでの課題の理
解（３）】【医療職として宣告する伝え方の課題の
理解（１）】の12カテゴリが抽出された。
　療養者本人・家族への周囲からの支援では、【支
援者は家族全体を多面的に支援する（15）】【支援
者は療養者や家族と十分に話し合い本人・家族の
意思を尊重する（５）】【療養者や家族に対し精神
的な支援を行う（７）】【療養に必要な情報を提供し、
制度利用や社会資源などを整える(８)】【療養者の
家族や周囲の人は疾患の理解や知識を持ち、介助
方法を考える（４）】【療養環境と相談できる場を
整備する（３）】【療養者はピアサポートを受ける

（３）】【療養者や家族は地域の人々と交流し周囲か
ら支援を受ける（７）】の８カテゴリが抽出された。
　看護師としての支援では、【対象者の意思を尊重
し、強みを引き出し自立を促す（12）】【家族機能
をアセスメントし家族を一緒にサポートするケア

（13）】【家族の苦悩を理解し寄り添う支援（20）】【治
療や将来を見据えた療養環境を整備し問題に対処
する（10）】の４カテゴリが抽出された。
　療養者と家族の状態のカテゴリ一致率は70%、考
察では91.7%、療養者本人・家族への支援では75％、
看護師としての支援では80％と信頼性を確認した。
一つの記録単位から生成されたカテゴリが抽出さ
れたが、記録単位が表現する事象について研究者
間で討議し、他の記録単位との類似性を見出さな
いものであると判断した。

Ⅳ．考察

　１）学生が捉えた療養者と家族の状態と支援
　表１から表４で示すように、家族看護の学修を
踏まえ、作品「解夏」を視聴または講読した感想
では、療養者と家族の状態を捉え、療養者や家族
を支援する者としての周囲の人々などの支援と看
護師としての支援が述べられていた。療養者と家
族の状態を捉え、必要な支援について述べている
ことから、学生は、状態を捉えたら支援を考える
思考過程があると考えられた。
　学生が捉えた療養者と家族の状態は、療養者が
不安と恐怖を感じており、障害を受容し適応し家
族員が相互に影響する中で療養者が支えられてい
る状態であり、今後予測される課題を見出してい
た。また、現時点では住み慣れた場所で家族がそ
ばにいることにより安心して暮らしていける状態
であり、家族は療養者を支え療養者により影響を

り返し行った。
　５）倫理的配慮
　科目の成績確定後である、対象者が３年次進級
時に受けるオリエンテーションで、在宅看護学概
論の科目責任者以外の研究者により研究依頼を口
頭と文書で行った。研究協力について検討する時
間を確保するため、同意書の提出期間を研究依頼
から１週間確保し、同意書の提出をもって同意を
得た。本研究は千里金蘭大学疫学研究倫理審査会
にて承認を得て実施した（承認番号：K20-18）。

Ⅲ．結果

　320の記録単位のうち、100(31.3%)の記録単位が
療養者と家族の状態、61(19.1%)の記録単位が考察、
52（16.3％）の記録単位が療養者本人・家族への支
援、55（17.2%)の記録単位が看護師としての支援と
して分類された。抽出されたカテゴリと同一記録
単位群のうち、療養者と家族の状態を表１に、学
生の考察を表２、療養者本人・家族への支援を表３、
看護師としての支援を表４に示す。以下、カテゴ
リを【】、各カテゴリの記録単位数を（）で示す。
　療養者と家族の状態では、【療養者が不安と恐怖
を感じる状態（18）】【本人だけでなく周囲の人も
不安と恐怖、辛さや苦しみを感じる状態（７）】【療
養者と家族が恐怖や難病に向き合い闘っている状
態（７）】【本人が辛さを感じている状態（３）】【危
機への対処能力が不安定の状態（２）】【住み慣れ
た場所で家族がそばにいることにより安心して暮
らしていける状態(９)】【本人を支える家族として
存在している状態（14）】【責任を感じている母親

（２）】【本人の病気により家族が影響を受けている
状態（２）】【障害を受容し適応し支え合っている
状態（20）】【今後予測される生活上の課題がある
状態(10)】【考え方が異なる中でアイデンティティ
が確立されている状態（６）】の12カテゴリが抽出
された。
　考察では【相互に影響し合う家族の理解（15）】

【家族システム理論を用いた家族と地域社会の理解
（７）】【一般システム理論を用いた家族の理解（２）】
【家族発達理論を用いた家族の理解（４）】【家族機
能の理解（13）】【学修したことを踏まえた家族の
在り方の理解（４）】【自律尊重原則に則った対象
理解（２）】【受け入れることの大切さの理解（５）】

【サポートや言葉をくれる周囲の人の意義の理解
（２）】【今後よりよい生活を送るために必要なもの
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表１．療養者と家族の状態

カテゴリ（記録単位数） 同一記録単位群（記録単位数）

１．療養者が不安と恐怖を感じる状態（18）

１-１．療養者本人が恐怖を感じていた（５）

１-２．自分ならば不安と恐怖を感じる（４）

１-３．療養者が不安と恐怖を感じていた（４）

１-４．療養者が恐怖と苦しみを感じている（２）

１-５．療養者本人が絶望や無力を感じている（３）

２．‌本人だけでなく周囲の人も不安と恐怖、辛
さや苦しみを感じる状態（７）

２-１．療養者だけでなく家族も不安と恐怖を抱えている（２）

２-２．家族が不安と恐怖を抱えている（２）

２-３．周囲の人が苦しみや辛さを感じている（３）

３．療養者と家族が恐怖や難病に向き合い闘っ
ている状態（10）

３-１．恋人や家族の存在があるからこそ病気に向きあえた（７）

３-２．恐怖や難病と立ち向かう（３）

４．本人が辛さを感じている状態（３）
４-１．療養者が一人で悩んだ（１）

４-２．本人が辛さを感じている（２）

５．危機への対処能力が不安定の状態（２） ５-１．モデルにあてはめると対処能力が安定していない（２）

６．住み慣れた場所で家族がそばにいること
により安心して暮らしていける状態（９）

６-１．住み慣れた家族のいる地域で安心して生活できる（３）

６-２．そばに家族がいると心強い（６）

７．本人を支える家族として存在している状
態（14）

７-１．強い絆がありお互いのことを考えながら支える家族の形が
ある（７）

７-２．恋人、母親がサポートしてくれる存在となる（７）

８．責任を感じている母親（２）
９．本人の病気により家族が影響を受けてい
る状態（２）

８-１．母親は責任を感じている（２）

９-１．本人の病気により家族が影響を受けている（２）

10．障害を受容し適応し支え合っている状態
（17）

10-１．障害があっても慣れれば問題ないと考えて適応する（２）

10-２．支え合うことで適応して生活できる（15）

11．今後の予測される生活上の課題がある状
態（10）

11-１．今後このまま暮らしていくには課題がある（８）

11-２．家族発達としての今後の課題（２）

12．考え方が異なる中でアイデンティティが
確立されている状態（６）

12-１．関わり方や考え方は一人一人異なる（４）

12-２．お互いにとっての自分を恋人と共に考えることでアイデン
ティティが確立された（２）
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表２．学生の考察

カテゴリ（記録単位数） 同一記録単位群（記録単位数）

１．相互に影響し合う家族の理解（15）
１-１．家族は相互に影響し合うことが理解できた（11）

１-２．家族の影響の大切さを理解できた（４）

２．家族システム理論を用いた家族と地域社
会の理解（７）

２-１．家族システム理論を用いて相互影響を理解できた（４）

２-２．家族システム理論を用いて家族と地域社会の機能を理解で
きた（３）

３．一般システム理論を用いた家族の理解（２）３-１．一般システム理論を用いて家族への影響を理解できた（２）

４．家族発達理論を用いた家族の理解（４）
４-１．家族発達理論を用いて家族の発達課題を理解できた（３）

４-２．家族発達理論を用いて家族を１単位ととらえることを理解
できた（１）

５．家族機能の理解（13）
５-１．家族機能論を用いて家族の機能をアセスメントできた（11）

５-２．家族の機能をアセスメントすることで家族を理解できた（２）

６．学修したことを踏まえた家族の在り方の
理解（４）

６-１．家族の二面性を理解できた（１）

６-２．家族のケア提供者としての役割を理解できた（１）

６-３．家族の定義を理解できた（１）

６-４．家族を集団として考えることができた（１）

７．自律尊重原則に則った対象理解（２） ７-１．自律尊重原則が大切であることが理解できた（２）

８．受け入れることの大切さの理解（５） ８-１．受け入れる難しさとできないことを認める大切さを理解で
きた（５）

９．サポートや言葉をくれる周囲の人の意義
の理解（２）

９-１．近くにサポートしてくれる人は強みになることが理解でき
た（１）

９-２．言葉の持つ力は大きいと考えた（１）

10．今後よりよい生活を送るために必要なも
のの理解（３）

10-１．今後悲観的にならずに支援を駆使してよりよい生活を送っ
てほしい（２）

10-２．援助があることで今後暮らしやすくなる（１）

11．療養生活を送るうえでの課題の理解（３）

11-１．日常生活での課題がある（１）

11-２．怒りは疾患を持つ患者に共通するものである（１）

11-３．療養者と同様の不安を家族も感じ情緒不安定な状態になる
（１）

12．医療職として宣告する伝え方の課題の理
解（１）

12-１．医療職として宣告する伝え方の課題がある（１）
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表３．療養者と家族への周囲からの支援

カテゴリ（記録単位数） 同一記録単位群（記録単位数）

１．支援者は家族全体を多面的に支援するこ
と（15）

１-１．本人だけでなく家族全体を支援する（８）

１-２．家族を一人ひとり支援（３）

１-３．強い絆で結ばれている人を支援する（１）

１-４．多面的に支援（１）

１-５．必要以上に援助をしない（２）

２．支援者は療養者や家族と十分に話し合い
本人・家族の意思を尊重する（５）

２-１．本人、家族の意思を尊重（２）

２-２．本心を知る（１）

２-３．考えを話しあったうえで今後の支援の事や生活を考える（２）

３．療養者や家族に対し精神的な支援を行う
（７）

３-１．精神的な支援（４）

３-２．気持ちに寄り添う（２）

３-３．精神的変化の把握（１）

４．療養に必要な情報を提供し、制度や社会
資源などを整える(８)

４-１．社会資源に関する情報の提供（８）

５．療養者や家族の周囲の人は疾患の理解や
知識を持ち、介助方法を考える（４）

５-１．疾患の理解と知識の獲得（２）

５-２．看護や介助方法を考える（２）

６．療養環境と相談できる場を整備する（３） ６-１．療養環境と相談の場の整備（３）

７．療養者はピアサポートを受ける（３） ７-１．同じ境遇・病気の人と話すこと(３)

８．地域の人々と交流し周囲から支援を受け
ること（７）

８-１．周囲からの支援を受ける（６）

８-２．地域の人との交流（１）
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表４．看護師としての支援

カテゴリ（記録単位数） 同一記録単位群（記録単位数）

１．対象者の意思を尊重し、強みを引き出し
自立を促す（12）

１-１．本人・家族の意思を尊重した支援（６）

１-２．自立を促す支援（６）

１-３．強みを引き出す（２）

２．家族機能をアセスメントし家族を含めて
サポートするケア（13）

２-１．家族と一緒にサポートする（７）

２-２．家族を含めた支援（６）

３．家族の苦悩を理解し、寄り添う支援（20）

３-１．傾聴（３）

３-２．療養者と家族に寄り添う（２）

３-３．声かけ（２）

３-４．同じ方向で一緒に行う（３）

３-５．療養者や家族と支援の重要性を理解する（６）

３-６．相談ができる（２）

３-７．関係構築（２）

４．治療や将来を見据えた療養環境を整備し
問題に対処する（10）

４-１．環境の整備（２）

４-２．危険の説明（１）

４-３．経済的支援（１）

４-４．苦痛の軽減（１）

４-５．情報の提供（３）

４-６．支援方法の指導（１）

４-７．問題の対処（１）
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セスメントしていたことがうかがえた。看護過程
の課題ではない課題においても、療養者とその家
族の姿を描いた作品を通して感想を述べる中に、
考察として状態の把握と課題の抽出と支援の構
築といった思考がなされていることが示唆された。
この思考の流れは、田村，滝内，中山，金若，小
松（2002）が示した「情報」「分析」「計画」とい
う思考パターンと同様であり、看護学生は看護過
程の展開の課題ではない課題でも、対象者の状態
を見て取り、情報を分析して支援を考える思考パ
ターンを取ることが示された。
　３）研究の限界と課題
　本研究は一大学における一科目の教育実践に基
づいた課題の成果物から得たデータを分析したも
のであり、一般化は難しい。今後は新カリキュラ
ムにおける教育実践の成果や在宅看護学概論での
学びだけでなく、地域・在宅看護論全般のカリキュ
ラムを通しての学生の学びを明らかにしていく。
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